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研究成果の概要（和文）：狩猟採集時代から現代に至る通人類史的な観点から子供の身体発育発達過程の諸相を
探求した。フィールド調査を行い大量のデータを蓄積し、これらを順次解析した。
調査対象地および対象者は以下。①ミャンマー、アンダマン海のサロン（モーケン）②タイの狩猟採集民ムラブ
リ（ピートンルアン）③ヒマラヤの高地民ボーティア、シェルパ、ミャンマーの伝統社会に生きるパダウン、カ
ヨー、④ミャンマーとタイの農村、⑤産業化が進んだミャンマー、タイの都市の子供たちである。これらの調査
により発育発達と生育環境との関係について大規模なデータ蓄積が進み狩猟採集民では思春期の身長発育スパー
トが存在しなかったことなど大きな発見が続いている。

研究成果の概要（英文）：From the perspective of human history from the hunter-gathering age to the 
present age, the developmental processes of child growth and motor function were explored by 
analysis of a big data collection by field surveys in the South East Asia.The survey targets are: 
(1) Salon (Moken) in the Andaman Sea, (2) Mlaburi in Northern　Thailand,(3)Bothia and Sherpa in the 
Himalayas, and Padown and Kayo who lives in the deepest part of Myanmar, (4) Children living in 
rural communities in Myanmar and Thailand, (5) Children living in the cities in Myanmar and Japan.
Big data accumulation has progressed as  results  of field research conducted over four years. 
Through the data analysis, new findings are becoming clearer about the relationship between the 
growth and development of children and various natural and social environments. In this research, 
reporting the evidence obtained will provide new basic data on growth and anthropology.

研究分野： 東南アジアの子どもの発育発達

キーワード： 狩猟採集民　身体発育　身体発達　生活技術　人類史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
発育発達過程に関する研究は19世紀後半からヨーロッパ、アメリカ、日本を含む東アジアなどの四季のある産業
が発達した先進的な国々で行われてきた。よって子供の発育発達に関する知識はこれら以外の地域では蓄積され
てこなかった。本研究によってこれまで未知であった東南アジア諸民族の発育発達に関するデータを収集・蓄積
し、またこれまでに定説として信じられてきた重要な学説の弱点、誤謬を修正することが出来た。例示すると思
春期の身長スパートの普遍的一律性の修正、狩猟採集民の思春期長期化の確認などである。2次的には各地域・
民族のデータによって発育発達評価基準値が得られ、不適切な発育発達診断が是正される基礎を提供した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 人の発育発達過程に関する研究は 19 世紀後半からヨーロッパで始まり、次いでアメリカ

そして日本などを含む東アジアにおいて行われてきた。これらの地域はいずれも四季をも
ち、先進的な産業が発達したいわゆる北の国々である。したがって子供の発育や発達に関
する現在の知識体系にはこれらの地域以外のデータは反映されていない。いわゆる南の国、
熱帯や寒帯、高地や海洋といった空間に生活する子供たち、産業化されていない開発途上
にある社会の子供たちのデータはまったく蓄積されてこなかったのである（学術的な問題
の所在）。 

(2) したがって発育発達の基準値といってもそれは北の人々のそれであって全世界的な普遍
性を持つものではなく、ましてこれを上記以外の地域の子供に適用することは誤りである
（現実には適応されている）。まずはこうした深刻な問題を解決すべく東南アジア諸地域
のデータを収集蓄積し、これを解析して地域、民族に適合した子供の発育発達に関する正
しい知識、標準値を得なければならない（社会的な問題の所在）。 
 

２．研究の目的 
(1) これまで未知であった東南アジアの「狩猟採集民」から「産業化された都市空間で生育す

る子供たち」までの発育発達過程の諸相を解明すること。そのために可能な限りの大量の
データを収集し蓄積すること。 

(2) 上記のデータを多角的に解析してこれまでまったく解明されていない「狩猟採集民」など
の発育発達過程を世界で初めて記述すること。 

(3) これにより従来、北の世界だけのデータから帰納され形成されてきた通説、定説などの発
育発達に関する知識体系を修正すること。 
 

３．研究の方法 
作業仮説として Goldschmidt が提案した人類発展史モデル「Man's Way」を基礎におき、こ

のモデルにおけるそれぞれの 5 段階（①～⑤）の社会発展段階に現代の東南アジア社会に生き
るそれぞれの民族を対応させている。①最も原始的な生活形態をとる移動狩猟採集生活者とし
て、現在アンダマン海で生涯を送るサロン（モーケン）を、②次いで定住狩猟採集生活者とし
てはタイの狩猟採集民ムラブリ（ピートンルアン）を、③さらにヒマラヤの高地民ボーティア、
シェルパやミャンマー最深部の伝統社会に生きるパダウン、カヨー、④豊富な農業生産に支え
られた国家社会からミャンマー、タイの農村、⑤さらに産業化が進んだ社会としてのミャンマ
ー、タイの都市の子供たちを調査、測定の対象としている。 
以下は主要な調査項目である。 

(1) 生育環境・ライフスタイル（食事、衣服、住生活、育児、教育、通過儀礼、人体変工等） 
(2) 形態発育（身長、体重、皮下脂肪厚など生体計測項目） 
(3) 機能発達項目：①FMS(ファインモータースキル、微細筋運動技術) と、②GMS(グロス

モータースキル、大筋運動技術)など 42 項目（走、跳、投能力、筋力、木登り、閉眼片脚
立ち等）、③LS（リビングスキル、生活技術）28 項目（衣服着脱、調理、火おこし、操船
等）、その他の測定項目として、肺機能、視力、聴力等民族の特徴に応じた体力・基礎運
動能力項目 

(4) 性成熟項目などこれらの調査項目について現地調査を数次にわたって行い、原則的には 3
歳から 18 歳までの男女について可能な限り多数のデータを収集した。 
 

４．研究成果 
(1) 人類史に沿って子どもの発育発達の諸相は主として環境依存的である。特に身体機能の発

達はいずれも子供の育つ自然・社会環境に大きく依存していることを明らかにした。一例
として図 1（泳ぐ能力の発達）を示す。海洋の狩猟採集民・サロンはもっとも優れた発達
を示し、日本人とミャンマー人の発達は非常に緩やかである。これに対して自転車に乗る、
字を書くなどの能力は日本やミャンマー都市部の子供の発達が優れている、このように上
記の 60 余の項目に関して発達と環境との関係を明らかにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．泳ぐ能力の発達 
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(2) 形態発育上の特筆する知見として以下のムラブリに関する成果を紹介する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引用：大澤清二、下田敦子、シスコンタミット S、プラディット N 
思春期の身長発育スパートが見られないムラブリ人について 

発育発達研究、査読有、80 号、2018、30-38 
 
 

問題 1．「人の発育過程には必ず思春期発育のスパートが存在する」という長い間世界中
で支持されてきた定説は真実か？この研究で、狩猟採集生活者ムラブリは「思春期の発育
スパートが存在しない」ことを発見した。また同じく狩猟採集生活者のサロンも同様に思
春期スパートが見られないことから、この定説は人類に普遍的な発育の法則ではないこと
を証明した。以下、その論証である。まずムラブリ男子の発育曲線は以下の式で表現でき
た。 
 
f(x) = 49.21024 +18.89931X －2.86422X2 + 0.296X3－0.01725 X4 +5.81E-04 X5  

－1.16E-05X6+1.37E-07X7 －8.72E-10 X8 +2.33E-12X9 
 
人口に膾炙されたことであるが、人の発育曲線は、従来の知見では緩やかな S 字状の曲

線と成ることが自明とされてきた。しかしムラブリ人では S 字状ではなくむしろ直線的あ
るいは対数曲線状といったほうが近かった。この多項式の当てはまりは、r=0.984 である。 
ついで、発育速度曲線を上の式を一階微分して求めると次の式となる。これを図示した

ものが上図である。 
 
f(x) = 18.89931-5.72844X + 0.888X 2 －0.069X3+2.90E-03X4－6.97E-05X5 +9.56E-07X6 
-6.98E09X7+2.10E-11X8 
 
女子の発育速度についても同様に求めて図示した。今までに報告されてきた発育曲線で

は、思春期に必ず大きなスパートが見られるというのが定説であった。しかし、本研究の
ムラブリ、サロンではこれは全く見られず、平坦である。最大の発育速度を生じるいわゆ
る思春期における急激な発達促進は存在しない、ということである。 
したがって、「人の発育過程には思春期スパートがある」という命題は成立しないこと

が明らかとなった。また、この研究では図からも明らかなように、狩猟採集生活者では思
春期が 20 歳以上にまで継続している可能性を示した。 
現在は研究成果を論文として順次報告しているところであるが、同時に日本発育発達学

会大会（2019 年 3 月 9 日～10 日）において会長講演としてこの研究課題に関する成果を
公表した。また同時に大妻女子大学博物館を使用して 3 月 4 日から 8 月 4 日を会期として
本研究課題である「東南アジア狩猟採集民の生活と子どもの発育発達」を国立民族学博物
館と共同開催の形式で特別展示会で紹介した。今後の研究のアウトリーチ方策として、単
行本を出版するほか、平成 31 年 4 月より 2 年間にわたり月刊誌にこれらの成果を連載し
ている。 
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